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一
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Ｌ
　
が
　
き

二
、
原
価
計
算
目
的
の
検
討

三
、
原
価
管
理
の
発
展
段
階
的
観
察

四
、
原
価
管
理
の
目
的

玉
、
原
価
管
理
の
機
構

六
、
原
価
計
算
担
当
者
の
責
任

七
、
原
価
管
理
に
．
お
け
る
経
営
者
の
機
能

八
、
む
　
す
　
ぴ

　
　
　
　
一
、
は
し
が
き

　
　
原
価
計
算
が
も
つ
機
能
は
、
そ
の
時
代
的
背
景
に
従
っ
て
異

　
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
戦
時
中
お

　
よ
び
戦
後
の
わ
が
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
来
た
企
劃
院
や
物
価

い
．
　
　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

寺

工
び

ピ
「

平

庁
Ｏ
「
原
価
計
算
要
綱
」
に
よ
れ
ば
、
原
価
計
算
は
「
経
営
Ｏ

実
体
を
計
数
的
に
把
握
し
て
適
正
な
価
格
の
決
定
及
び
経
営
能

率
の
増
進
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
　
と
規
定
す

る
。
却
ち
原
価
計
算
ｏ
〕
的
と
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
た
概
念

は
、
こ
れ
に
基
い
て
価
格
Ｏ
決
定
、
経
営
管
理
の
資
料
を
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
一
四
七
）
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こ
と
の
二
つ
、
て
あ
る
。

　
然
る
に
価
額
の
決
定
と
は
、
企
業
の
販
売
価
格
政
策
で
は
な

く
、
国
家
○
価
格
形
成
即
ち
戦
時
中
の
軍
需
品
調
弁
価
格
の
決

定
、
価
格
統
制
時
代
○
公
定
価
格
の
決
定
に
中
心
的
重
要
性
を

　
　
　
　
註
－

置
い
て
き
た
、
経
営
能
率
の
増
進
も
並
び
唱
え
ら
れ
た
が
、
何

分
官
庁
的
価
格
統
制
を
目
的
と
す
る
原
価
計
算
は
、
官
公
庁
に

対
す
る
所
謂
外
部
報
告
が
主
と
な
り
余
り
に
も
劃
一
的
、
非
弾

力
的
規
定
で
あ
っ
た
た
め
、
経
営
能
率
増
進
の
た
め
に
経
営
内

都
、
て
白
圭
的
に
ど
れ
だ
け
利
用
き
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
然
る
に
価
額
が
市
場
価
格
と
し
て
競
争
原
理
に
基
い
て
存
在

し
て
い
る
白
由
経
済
の
下
に
お
い
て
は
、
良
質
の
製
品
を
安
い

価
額
で
市
場
に
提
供
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。

か
く
て
製
品
は
容
易
に
版
売
せ
ら
れ
資
金
を
回
収
し
、
且
叉
投

下
資
本
に
対
す
ろ
利
潤
ｏ
穫
得
が
可
能
と
な
る
。
殊
に
戦
後
世

界
市
場
を
相
手
に
苦
し
い
経
済
競
争
を
営
み
な
が
ら
白
ら
失
わ

れ
た
資
木
の
帯
積
を
は
か
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
我
国
企
業
の
現
股
除

に
お
い
て
は
何
よ
り
も
企
業
○
合
理
化
な
か
ん
ず
く
生
産
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
一
四
八
）

の
合
理
化
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
在
来
の
原
価
計
算
が
も
つ

機
能
は
変
更
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
原
価
計
算
は
そ
○
中
心
的

重
要
性
を
経
営
管
理
に
役
立
つ
方
向
へ
と
移
行
し
、
今
巳
ノ
し
は

単
な
る
原
価
の
集
計
だ
け
、
て
は
な
く
原
価
の
管
理
の
原
価
計
算

ノ
し
あ
る
と
の
主
張
す
ら
存
す
る
、
か
く
て
本
稿
に
お
い
て
は
、

原
価
管
理
の
担
い
手
と
し
て
の
原
価
計
算
課
の
機
能
に
っ
い
て

述
べ
よ
う
と
試
み
た
も
の
，
で
あ
る
。

　
註
－
製
造
工
業
原
個
計
算
要
綱
が
、
統
一
原
価
計
算
制
度
と
し
て

　
　
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
四
月
で
あ
っ
た
。
　
（
こ
の
企
画

　
　
院
の
統
一
原
価
計
算
要
綱
は
、
昭
和
十
四
年
十
月
陸
軍
要
綱
、
昭

　
　
和
十
五
年
一
月
海
軍
準
則
を
統
含
し
た
も
の
で
あ
る
）
当
時
の
我

　
　
国
は
戦
時
体
制
下
に
．
拍
か
れ
、
統
制
経
済
、
計
画
経
済
へ
移
行

　
　
し
、
軍
需
品
の
調
弁
価
格
の
合
理
的
決
定
に
重
点
を
置
い
た
。
終

　
　
戦
後
、
原
価
計
算
規
則
及
ぴ
要
綱
は
物
価
庁
に
１
移
管
さ
れ
、
公
定

　
　
価
格
制
度
の
基
準
と
し
て
、
会
杜
工
場
の
特
微
を
無
祝
し
て
規
椅

　
　
統
一
的
に
。
拘
束
し
て
来
た
。

二
、
原
価
計
算
目
的
の
検
討

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
　
一
．
経
済
安
定
本
部
Ｏ
企
業
会
計
茶
準
審

議
会
」
で
「
原
価
計
算
基
準
及
び
手
続
」
の
起
草
及
び
審
議
が

●



衣
ざ
れ
つ
つ
み
る
こ
と
は
周
知
の
蕪
笑
で
あ
る
、

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
こ
れ
よ
り
早
く
着
手
さ
れ
一
九
四
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
２

年
度
の
Ａ
Ａ
Ａ
の
「
原
価
計
算
諾
概
念
に
関
す
る
委
員
会
」
が

一
九
四
八
年
に
発
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
原
価
計
算
の
目

杓
と
し
て
、

第
一
、
原
価
の
出
来
る
限
り
の
切
り
下
げ
（
８
。
・
け
冒
ま
旨
一
、
・
、

　
ぎ
ｂ
）
に
奉
仕
す
る
こ
と
。

第
二
、
損
益
の
算
定
（
費
用
収
益
の
対
応
に
よ
り
）
及
び
財
政

　
状
蛙
の
決
定
の
た
め
に
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

第
三
、
製
品
売
価
の
決
定
ン
、
の
他
、
企
業
の
特
殊
問
題
解
決
の

　
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

　
の
三
つ
を
掲
げ
、
こ
の
う
ち
第
一
及
び
第
二
を
経
甫
的
目
的

と
し
、
第
三
を
臨
時
的
日
Ｈ
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
一
の
原
価
り
切
り
下
げ
は
ｏ
富
け
・
＆
膏
ま
目
ま
た
ｏ
富
け

８
じ
ぎ
Ｈ
と
も
称
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
一
般
的
な
原
価
管
理
の
考

え
方
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
、
原
価
管
理
が
単
に
原
価
の

切
り
下
げ
だ
け
を
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
い
わ
ば
そ
れ
は
原

　
　
原
価
管
理
に
拍
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

伍
そ
の
も
の
の
管
理
で
８
巨
昌
Ｈ
◎
｛
８
。
り
げ
と
も
称
す
ぺ
き
で

あ
ろ
う
。
８
。
・
斤
昌
巨
冒
｛
・
筆
８
の
た
め
の
最
も
有
効
な
方
法
は
、

責
任
制
度
の
う
ら
づ
け
に
よ
る
標
準
と
実
績
の
比
較
と
、
更
に

そ
の
比
較
に
基
づ
く
差
異
分
析
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
標
準
原

価
、
予
算
原
価
な
ど
の
活
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

　
　
註
３

て
い
る
。

　
し
か
し
今
日
の
原
価
計
算
は
２
８
ｏ
Ｈ
◎
〕
皇
量
零
旨
８
Ｒ
（
経

営
管
理
の
一
手
段
）
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、

ユ
、
れ
が
標
準
、
実
績
比
較
の
方
法
に
よ
っ
て
原
価
の
切
り
下
げ

自
体
を
問
題
に
す
る
の
み
で
は
い
ま
だ
全
き
を
得
た
も
の
と
云

う
を
得
な
い
。
近
代
的
な
経
営
菅
理
と
ン
、
の
た
め
の
原
価
管
理

に
お
い
て
は
、
原
価
そ
れ
白
体
の
菅
理
統
制
の
み
ノ
し
な
く
、
よ

り
一
．
層
重
要
な
こ
と
は
、
原
価
の
あ
り
方
を
通
じ
て
経
営
活
動

の
実
態
を
把
握
し
、
ま
た
そ
の
符
理
統
制
の
手
段
と
し
て
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詑
４

能
を
果
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
ま
た
一
九
五
一
年
に
活
動
を
開
始
し
た
ア
メ
リ
カ
会
計
学
会

の
原
価
委
員
会
（
原
価
諾
概
念
と
諾
基
準
に
関
す
る
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
一
四
九
）
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Ｏ
ｏ
旨
旨
奉
８
８
８
。
・
一
〇
昌
鳥
Ｈ
話
竃
｛
○
Ｄ
暮
一
穿
Ｈ
｛
が
原
価
計

算
の
原
則
、
概
念
及
び
基
準
の
設
定
に
関
し
て
な
し
た
研
究
の

成
果
が
一
九
五
二
年
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
レ
ヴ
ィ
ウ
四
月
号

に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
前
文
に
は
原
価
計
算
の
目
的
と
し
て
次

の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
即
ち

　
（
批
）
、
財
務
諾
表
の
作
成
に
必
要
な
原
価
を
集
計
す
る
こ
と
。

　
（
ｂ
）
、
原
価
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
要
な
コ
ス
ト
、
デ
ー
ク

　
を
各
段
階
の
経
営
者
に
提
供
す
る
こ
と
。

　
（
Ｃ
）
、
企
業
の
意
思
決
定
及
び
政
策
に
対
し
て
必
要
な
原
価

　
資
料
を
経
営
者
に
報
音
す
る
こ
と
。

で
あ
る
、
か
く
て
原
価
計
算
は
　
…
、
一
般
財
務
諾
表
の
作
成

に
役
立
つ
原
倣
計
算
　
似
、
経
営
管
理
者
の
原
価
統
制
に
役
立

つ
原
価
計
算
　
ゆ
、
企
業
の
意
思
決
定
及
び
政
策
に
役
立
つ
原

価
計
の
三
つ
に
大
別
し
う
る
。

　
こ
れ
を
一
九
四
七
年
度
委
員
会
の
報
告
書
と
比
較
し
て
み
る

と
１
、
と
２
、
○
配
列
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
い
ず
れ
に
し
て

も
原
価
計
算
○
経
常
的
目
的
が
、
財
務
会
計
と
の
有
機
的
緒
合
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
一
五
〇
）

（
損
益
計
算
書
の
精
密
化
）
及
び
原
価
管
理
に
存
す
る
点
に
は

何
等
両
考
の
間
に
見
解
の
相
違
は
存
し
な
い
、
こ
の
様
に
原
価

計
算
の
主
目
的
も
、
財
務
諾
表
と
の
関
連
を
除
い
て
は
、
従
前

の
価
格
決
定
の
基
礎
と
な
る
た
め
の
外
部
報
音
と
し
て
の
意
義

は
全
く
後
退
し
て
、
原
価
管
理
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
の
経
営

管
理
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
経
営
者
白
身
の
た
め
の
積
極
的
な

意
義
が
擦
頭
し
、
ま
た
ン
、
の
た
め
の
原
価
報
告
が
今
巳
に
お
け

る
重
要
な
ト
ピ
ツ
ク
と
し
て
と
り
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な

つ
た
ノ
し
あ
ろ
、
つ
。

誌
２
（
≠
目
』
邑
）
・
（
（
二
二
一
・
事
・
、
一
）
・
（
Ｆ
≠
穴
。
箏
｛
、
一
。
一
、
）

　
及
び
（
戸
■
冒
×
昌
）
　
に
．
よ
る
　
「
原
価
計
算
目
的
」
　
（
○
。
、
け

＞
§
…
身
○
Ｃ
嚢
一
¢
＞
§
…
夏
カ
・
多
二
旨
二
妻
・

一
－
　
　
山
淋
口
一
雌
薪
一
「
版
仙
符
狸
と
そ
の
領
城
」
八
バ
業
余
計
一
九
工

　
二
火
、
一
月
サ
参
照

詑
４
　
溝
口
教
授
は
、
一
炊
に
「
以
価
符
珊
は
ｏ
○
■
・
、
、
三
、
、
、
一
の
訳

　
語
と
」
て
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
班
布
わ
が
く
に
で
し
し
”
上
げ
ら
れ

　
つ
つ
あ
る
こ
の
閑
題
の
内
答
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
流
に
・
い
う
コ

　
ス
ト
、
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
と
一
致
し
て
い
る
も
の
と
は
思
わ
れ
だ
い

　
杵
即
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
コ
ス
ト
、
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て

　
い
る
も
の
の
多
く
は
、
「
原
価
の
切
り
下
げ
」
を
指
し
て
い
る
と
い



ら
ノ
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
こ
〃
場
合
、
コ
又
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

い
う
も
の
は
、
コ
ス
ト
そ
れ
自
体
の
管
理
、
統
制
を
「
切
リ
下
げ
」

と
い
う
形
で
間
題
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
単
に
ー

コ
ス
ト
そ
れ
自
体
を
管
理
統
制
す
る
と
い
う
が
如
き
こ
と
は
あ
ま
リ

意
味
が
な
い
。
コ
ス
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
も
当
然
に
経
営

活
動
そ
の
も
の
の
実
態
の
把
握
か
ら
逃
ん
で
は
そ
の
管
理
統
制
と
の

関
連
に
お
い
て
厩
価
を
み
る
…
：
・
…
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
原

価
の
切
り
下
け
し
が
経
営
過
稚
の
管
理
を
通
じ
て
始
め
て
有
効
と
な

る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
溝
口
一
雄
著
「
再
び
原
価
符
班
に
つ
い

て
」
企
業
会
計
一
九
五
二
年
七
月
号

〔
註
〕
－
．
（
｝
．
里
Ｏ
・
一
嚢
教
授
は
原
価
計
算
目
的
と
し
て
次
．
の
機
能
を

挙
げ
て
い
る
。

一
、
部
門
的
、
期
間
的
比
較
が
各
部
門
（
Ｈ
）
オ
区
旨
）
の
作
業
能
率

　
評
個
の
為
に
成
さ
れ
う
る
様
企
業
の
原
価
と
収
益
を
決
定
し
分
析

　
す
る
こ
と

二
、
原
価
管
理
目
的
へ
の
原
価
資
料
の
簾
計
と
利
州

三
、
原
価
と
収
益
照
応
の
適
切
化

四
、
経
営
者
が
最
有
利
な
作
業
を
目
指
し
て
樹
て
る
諾
政
策
及
ぴ
諦

　
計
面
の
組
織
化
に
際
し
、
絶
対
不
可
欠
な
る
特
別
原
価
研
究
及
び

　
調
査
－
．
（
｝
．
曇
Ｃ
〇
一
ら
『
．
－
、
ポ
・
・
警
二
Ｐ
『
Ｃ
｛
○
Ｃ
９
＞
Ｏ
Ｏ
○
；
叶
ヲ
び
ｑ
一
Ｈ
８
９

　
に
ト
）
．
○
ｏ
－
｛

　
　
三
、
原
価
管
理
の
発
展
段
階
的
観
察

製
造
工
業
或
い
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
経
営
ｏ
劣
数
り
原
価
は
積

　
　
原
価
菅
理
に
拍
け
る
原
価
計
算
諜
の
機
能
（
寺
島
）

極
的
な
原
価
管
理
詐
画
ガ
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
で
な
け
汀

ば
、
所
得
よ
り
も
急
速
に
増
加
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
而

し
て
有
効
な
原
価
管
理
計
画
の
樹
立
は
、
ク
ロ
ー
ス
マ
ン
に
依

れ
ば
「
原
価
会
計
士
の
経
営
資
料
の
報
告
（
逼
一
◎
募
）
と
総
括

（
。
。
一
冒
昌
邑
鶉
）
及
び
こ
れ
ら
の
報
告
や
総
括
研
究
の
締
果
と
し

て
行
う
経
営
者
の
訂
正
活
動
（
８
冒
８
葦
¢
き
ま
じ
）
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
の
い
う
広
義
の
原
価
管
理
の
責
任
者
は
、

原
価
計
算
担
当
者
と
経
営
者
の
両
者
で
あ
っ
て
、
前
者
は
原
価

管
理
部
面
を
記
録
し
、
（
易
８
峯
長
）
且
つ
報
音
す
る
（
５
貢
－

事
帽
）
こ
と
に
関
し
て
責
任
が
あ
り
、
後
者
は
訂
正
活
動
（
８
－

冒
ｇ
葦
¢
き
け
一
８
）
に
携
わ
る
こ
と
に
関
し
て
責
任
が
あ
る
の
で

　
　
註
５

あ
る
、

　
一
般
に
原
価
管
理
の
起
源
は
、
産
業
革
命
と
、
そ
の
後
の
大

規
模
企
業
の
発
展
に
結
合
さ
れ
る
、
こ
の
時
代
よ
り
以
前
は
、

資
本
の
集
中
程
度
は
小
さ
く
、
生
産
披
術
も
比
較
的
低
く
、
従

っ
て
企
小
オ
規
模
も
小
さ
く
、
こ
り
た
め
経
営
の
諾
問
趣
も
ま
た

比
較
的
簡
単
で
あ
っ
た
一
ま
た
当
時
は
経
賞
職
能
の
分
化
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
一
五
一
）
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作
業
職
能
と
管
理
職
能
の
区
別
は
明
確
ノ
し
は
な
く
、
企
業
の
運

営
は
、
経
営
者
即
資
本
家
の
個
人
的
能
力
の
下
に
行
わ
れ
た
か

ら
、
経
営
者
は
常
に
日
六
の
経
営
と
密
接
に
接
触
し
て
い
た
。

そ
の
結
果
経
営
者
は
工
場
や
経
営
原
価
に
関
す
る
原
価
資
料
に

つ
い
て
の
会
計
記
録
に
頼
る
こ
と
少
な
く
、
単
に
企
業
の
資
李

運
動
を
把
握
す
る
も
の
と
し
て
簿
記
的
な
期
間
損
益
計
算
が
行

わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
こ
れ
か
ら
必
要
な
報
音
の
殆
ん
ど
を

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
溝
口
教
授
も
「
会
計
も
経
営
遇
程

に
つ
い
て
、
深
く
掘
り
下
げ
ろ
こ
と
な
く
、
単
に
資
本
運
動
を
期

間
的
に
跡
づ
け
る
も
の
と
し
て
簿
記
的
な
損
益
計
算
が
中
心
と

し
て
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
た
と
え
原
価
計
算
の
前
身
と
し
て

の
工
業
会
計
が
一
部
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
に
せ
よ
ネ
、
れ
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
６

く
ま
で
も
簿
記
的
な
計
算
技
術
の
延
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
」

と
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
た
と
え
生
産
過
程
に
消
費
さ
れ
る
価
値

を
把
握
す
る
場
合
に
お
い
て
も
簿
記
的
な
方
法
が
利
用
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
然
る
に
杜
会
的
に
み
て
よ
り
大
な
る
資
本
の
蓄
積
が
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
一
五
二
）

個
別
企
業
へ
の
資
本
の
集
中
が
促
進
さ
れ
て
、
企
業
の
規
模
が

拡
大
さ
れ
、
大
量
生
産
方
式
が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
生

産
過
程
へ
の
機
械
の
導
入
は
、
よ
う
や
く
生
産
過
程
を
複
雑
多

様
な
ら
し
め
、
そ
の
結
果
必
然
的
に
製
造
部
門
の
経
営
部
門
か

ら
○
分
離
独
立
を
促
し
、
同
時
に
製
造
部
門
白
体
も
亦
多
数
の

製
造
工
程
乃
至
は
多
数
の
補
助
部
門
を
分
化
せ
し
め
る
に
至
っ

註
７た
。
か
く
て
最
高
経
営
者
は
あ
ら
ゆ
る
経
営
活
動
を
処
理
し
た

個
人
か
ら
溢
六
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
故
に
織
権
は
組
織
の
他

の
メ
ソ
バ
ー
へ
次
第
に
委
任
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
行
っ

た
。
こ
れ
に
加
う
る
に
産
業
革
命
の
結
果
と
し
て
の
工
場
制
工

業
の
発
達
は
、
そ
の
必
然
の
締
果
と
し
て
過
剰
生
産
を
招
来
し
、

こ
の
過
剰
生
産
が
市
場
獲
得
競
争
を
漱
化
す
る
と
共
に
、
逝
期

的
な
恐
慌
の
到
来
を
必
然
化
せ
し
め
る
に
至
っ
た
、
こ
の
様
な

経
営
活
動
の
複
雑
性
の
増
加
、
或
い
は
版
売
市
場
獲
得
競
争
の

漱
化
の
如
き
は
、
そ
れ
ら
の
個
六
の
諾
問
題
を
解
決
す
る
手
引

と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
も
、
ン
、
し
て
各
階
層
の
経
営
者
（
経

営
管
－
理
者
）
が
如
何
に
よ
く
彼
に
委
任
さ
れ
た
織
権
（
責
任
）



を
果
し
た
か
を
示
す
報
告
を
準
備
す
る
た
め
に
も
、
正
確
な
岬
！
、
．

し
て
信
頼
し
得
る
原
価
資
料
を
も
つ
こ
と
が
最
高
径
営
者
に
と

っ
て
必
要
と
な
っ
た
。

　
更
に
後
に
な
っ
て
経
営
者
は
、
実
際
上
あ
る
内
部
的
な
、
叩
！
、

し
て
あ
る
外
部
的
な
、
例
え
ば
販
売
価
格
の
固
定
化
傾
向
、
労

働
者
の
組
織
化
と
高
賃
銀
と
諾
福
利
の
要
求
、
所
得
税
の
増

加
、
更
に
政
府
の
企
業
に
対
す
る
新
し
い
義
務
の
賦
課
の
如

き
一
層
多
く
の
諾
間
題
と
直
面
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て

経
営
者
は
若
し
も
継
続
的
な
利
潤
の
獲
得
を
欲
す
る
な
ら
ば
、

原
価
を
正
確
に
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
一
歩
前
進
し
セ
、

原
価
は
統
制
さ
れ
、
そ
し
て
引
き
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
悟
り
始
め
た
、
こ
こ
に
お
い
て
原
価

を
如
何
に
し
て
引
き
下
げ
る
か
と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
、
原

価
討
算
の
課
題
は
原
価
の
計
算
的
碓
定
か
ら
、
原
価
引
き
下
げ

の
た
め
の
経
営
統
制
の
手
段
と
し
て
考
え
る
方
向
へ
と
移
行
し

た
。
別
言
す
れ
ば
原
価
管
理
の
方
向
へ
と
ン
、
の
重
点
の
移
行
を

な
し
た
の
ノ
」
あ
る
。

　
　
・
療
両
雪
堅
に
抽
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
ｎ
寺
島
）

　
更
に
経
営
者
は
能
率
と
よ
り
低
い
原
価
で
工
場
経
営
を
考
え

始
め
た
。
ン
、
れ
は
原
価
を
通
じ
て
経
営
活
動
過
程
の
管
理
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
設
定
さ
れ
た
計
画
（
標
準
）
に
対
す
る
実
施
遂

行
の
程
度
を
測
定
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
内
容
、
て
あ
っ
て
、
設

定
さ
れ
た
計
画
と
比
較
す
る
た
め
に
現
在
遂
行
の
原
価
と
統
計

記
録
を
要
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
〔
註
〕
原
価
計
算
の
形
態
に
１
つ
い
て
、
発
展
段
階
的
な
類
型
化
を
試

　
　
一
み
た
掌
者
に
、
マ
ー
チ
教
授
が
あ
る
。
マ
ー
チ
教
授
の
分
類
を
参

　
　
考
ま
で
に
揚
ぐ
れ
ば

　
　
１
、
原
価
計
算
の
な
い
工
業
会
計
目
９
８
・
。
一
８
・
。
旨
手
サ
ｑ

　
　
２
、
工
業
会
計
と
縞
ぴ
つ
き
を
持
た
な
い
原
価
計
算
・
、
一
・
。
二
ぎ
ま
コ
び
ｑ

　
　
３
、
回
顧
的
原
価
計
算
竃
・
・
↓
邑
８
二
毛
・
◎
｛
８
。
。
一
８
８
昌
事
胴

　
　
４
、
経
営
統
制
に
。
役
立
つ
原
価
会
計
８
・
〔
け
８
８
冒
饒
お
｛
、
、
、
目
．

　
　
　
？
◎
一
工
業
経
菅
に
．
お
け
る
原
価
計
算
は
、
そ
の
経
嘗
が
最
初
の

　
　
　
小
規
模
の
も
の
か
ら
次
第
に
。
生
長
し
て
大
規
模
化
し
、
複
雑
化

　
　
　
す
る
に
１
つ
丸
て
次
第
に
１
猪
展
し
、
従
っ
て
今
日
に
拍
い
て
は
リ
て

　
　
　
れ
は
、
工
業
会
計
と
の
関
連
に
。
お
い
て
、
一
般
に
．
右
の
四
つ
に
。

　
　
　
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
〕
、
豪
・
。
ｐ

　
　
　
呂
冒
Ｏ
戸
Ｏ
邑
ぎ
８
冒
片
一
易
一
お
ち
」
、
Ｈ
．
清
水
晶
著
　
経
営
管

　
　
　
理
の
形
態
と
原
価
計
算
の
形
態
、
会
計
第
六
十
巻
第
三
号

　
　
詑
５
掌
・
ま
邑
・
二
；
一
・
一
一
三
＞
。
。
・
…
一
、
三
、
・
Ｏ
。
い
ら
、
一
、
、
一
．

　
　
　
賞
）
－
－
一
く
Ｈ
，
ｐ
巳
　
Ｏ
【
ｏ
ｕ
・
吻
昌
８
一
　
＞
げ
・
・
（
）
９
暮
ｏ
　
『
ら
｛
ｏ
，
８
、
、
　
一
、
目
｝
く
ｏ
ず
一
ｋ

　
　
　
ｃ
ｈ
Ｏ
ヨ
巴
昇
以
下
本
稿
は
こ
れ
を
中
心
と
し
て
吟
味
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
一
五
三
）
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で
あ
る
。

謹
６
溝
口
一
雄
著
　
経
営
管
理
会
計
　
三
頁

誌
７
山
下
勝
治
著
　
原
価
計
算
　
第
二
章
参
照

四
、
原
価
管
理
の
目
的

　
原
価
計
算
上
の
「
原
価
」
と
は
「
製
品
（
半
製
晶
及
び
部
分

品
を
含
む
）
の
生
産
（
修
理
・
加
工
を
含
む
）
及
び
販
売
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
ｂ

め
に
費
消
さ
れ
る
経
済
価
値
を
い
う
」
而
し
て
こ
れ
ら
の
費
消

さ
れ
る
経
済
価
値
の
計
数
的
把
握
を
、
原
価
の
「
計
算
」
と
い

う
、
た
だ
原
価
の
計
算
は
、
単
な
る
原
価
の
集
計
に
止
ま
る
こ

と
な
く
、
経
営
の
必
要
に
応
じ
て
原
価
を
分
類
し
、
測
定
し
、

配
分
、
分
析
す
多
こ
と
を
含
め
た
概
念
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き

で
あ
り
、
原
価
計
算
も
他
の
経
営
計
算
制
度
と
同
じ
く
経
営
管

理
の
用
具
と
し
て
の
機
能
を
果
す
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

既
述
Ｏ
如
～
、
、
原
価
計
算
○
目
的
に
種
六
の
も
の
が
存
す
る
が
、

今
巨
経
常
的
な
目
的
で
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
一
、
原
価
の
管
理
」

の
原
価
計
算
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
原
価
の
管
理
は
原
価
の
管

理
自
休
を
目
的
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
原
価
の
あ
り
方
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
一
五
四
）

て
、
経
営
活
動
を
把
握
し
、
そ
れ
を
管
理
統
制
す
る
こ
と
が
巨

的
と
な
る
。
ま
た
「
管
理
と
は
、
計
画
（
櫻
準
）
の
設
定
、
計

画
（
標
準
）
と
実
際
活
動
の
比
較
、
そ
の
差
異
分
析
、
不
利
な

差
異
の
訂
正
の
諸
活
動
を
含
ん
だ
概
念
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
広
義
に
お
い
て
、
原
価
管
理
の
目
的
は
、
ク
ロ
ー
－
ス
マ
ン
に

依
れ
ば
「
純
売
上
高
か
ら
公
正
な
利
益
を
姜
引
い
た
そ
の
広
い

額
の
内
に
原
価
と
費
用
を
制
隈
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、

そ
し
て
彼
の
論
説
の
主
要
問
題
と
も
っ
と
も
密
接
に
関
係
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
言
・
訂
８
の
所
説
を
引
用
し
て
「
原
価
管
理
は

欠
点
や
欠
陥
を
発
見
し
ン
、
し
て
訂
正
す
る
た
め
に
、
そ
の
活
動

計
画
、
方
法
、
組
織
、
物
的
設
備
、
ン
、
し
て
労
働
力
の
厳
格
な

調
査
の
内
に
経
営
を
指
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
」

（
』
．
；
ら
二
；
茅
昌
．
、
、
（
一
・
黒
ま
一
一
…
三
一
売
一
一
二
三
二
享
・
亭

一
・
ｂ
◎
｛
芦
貢
毛
；
一
一
Ｆ
、
．
羊
＞
．
（
∴
ン
．
二
…
２
一
一
二
！
晶
巨
芦

Ｈ
虐
９
↑
、
旨
零
．
）

　
更
に
次
の
二
つ
の
理
由
を
掲
げ
て
原
価
管
理
の
重
要
性
を
主



張
し
て
い
る
。
．
即
ぢ

　
ｏ
ｏ
、
価
額
が
競
争
的
に
確
定
さ
れ
る
企
業
に
お
い
て
若
し
も

　
　
利
益
を
年
六
獲
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
原
価
は
管
理
さ
れ
ね

　
　
ば
な
ら
な
い
。

　
四
、
若
し
も
吾
六
の
生
活
基
準
が
現
在
の
高
い
水
準
に
て
保

　
　
護
さ
れ
そ
し
て
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
継
続
的
な
原
価

　
　
管
理
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

　
彼
は
継
続
的
な
利
潤
の
獲
得
と
生
活
基
準
の
維
持
に
原
価
管

理
の
重
要
性
を
求
め
る
。

　
ま
た
ｏ
Ｏ
ｏ
巨
暮
ｇ
は
原
価
管
理
の
重
要
性
を
次
の
如
く
定
め

る
。　

原
価
の
管
理
統
制
は
、
生
活
基
準
を
昂
揚
し
、
ン
、
し
て
維
持

す
る
た
め
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
、
そ
れ
は
浪
費
を
避
け
、
そ

し
て
能
率
を
増
進
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
獲
得
の
要
求

を
主
張
す
る
。
そ
れ
は
人
六
が
生
産
物
を
買
う
こ
と
が
出
来
そ

し
て
ン
、
れ
を
使
用
す
る
余
裕
が
生
ず
る
販
売
価
格
以
下
に
原
価

を
保
つ
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
ン
、
れ
は
販
売
価
格
マ
ィ
ナ
ス
相

　
　
原
価
管
理
に
。
お
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

　
応
な
利
益
と
生
産
物
が
製
造
さ
れ
、
そ
し
て
分
配
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
原
価
と
等
し
い
と
い
う
公
式
を
主
張
す
る
。
そ
れ
は
利
益

は
差
異
で
あ
る
。
ン
、
し
て
少
し
も
原
価
に
加
え
ら
れ
な
い
と
い

う
意
見
を
基
礎
と
し
て
い
る
．
（
（
〕
一
・
彗
Ｈ
窮
■
ｏ
Ｏ
ｏ
巨
算
８
Ｈ
一
〇
婁
け

ト
ｏ
８
暮
弐
目
甲
岩
お
．
■
８
◎
）

　
ま
た
こ
の
外
に
原
価
管
理
の
重
要
性
を
指
示
す
る
理
由
と
し

て
株
主
の
投
資
保
護
或
い
は
従
業
員
の
為
に
将
来
の
仕
事
の
保

証
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
思
う
に
、
今
日
の
企
業
の
経
営
過
程
は
、
購
買
、
製
造
、
販

売
の
三
つ
の
遁
程
に
分
か
れ
る
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
全
過
程
は

統
一
的
に
そ
の
経
営
目
的
と
し
て
の
利
潤
の
獲
得
に
遷
進
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
経
営
諾
活
動
過
程
の
管
理
は
利
潤
の

獲
得
、
増
大
に
そ
の
主
要
目
標
の
置
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
利
益
は
結
局
、
　
「
販
売
価
額
マ
イ
ナ
ス
売
上
原
価
」
に
な
る

計
算
公
式
に
基
づ
い
て
確
定
さ
れ
る
、
従
っ
て
経
営
目
的
を
達

す
る
た
め
に
は
、
利
益
の
確
保
ｏ
た
め
に
は
、
販
売
価
格
の
引

き
上
げ
、
乃
至
は
原
価
の
引
き
下
げ
に
対
し
て
努
力
す
、
へ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
一
五
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
二
号
）

あ
る
。
し
か
る
に
販
売
価
額
は
、
通
鴬
市
場
競
争
の
結
果
ま
た

は
そ
の
他
の
外
部
的
な
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
場
合
が
多
く
、

従
っ
て
特
殊
の
場
合
を
除
い
て
は
、
一
応
経
営
管
理
の
枠
外
に

あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ン
、
こ
で
結
局
利
益
の
確
保
は
、
専

ら
原
価
（
製
造
原
価
プ
ラ
ス
諾
費
用
）
の
引
き
下
げ
に
集
中
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
原
価
の
節
滅
（
Ｏ
婁
；
邑
一
ま
８
）
、
原
価
引
き
下
げ
（
Ｏ
◎
・
・
７

；
ま
旨
ぎ
け
一
昌
）
　
の
た
め
に
は
、
期
間
計
算
と
し
て
の
財
務
会

計
と
有
機
的
に
結
合
す
る
原
価
計
算
機
構
（
標
準
原
価
制
度
に

よ
る
原
価
計
算
と
財
務
会
計
と
を
実
際
原
価
と
標
準
原
価
と
の

差
異
を
記
録
す
る
た
め
の
原
価
差
異
勘
定
に
よ
る
結
合
、
科
学

的
管
理
法
に
所
謂
標
準
化
へ
と
導
き
、
標
準
原
価
の
設
定
お
よ

び
活
用
の
重
要
性
を
著
し
く
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
既

に
知
る
企
業
は
全
過
程
（
購
売
、
製
造
、
販
売
ま
た
は
、
製
造

及
び
財
務
）
、
　
の
有
機
的
統
一
体
と
し
て
始
め
て
よ
く
存
続
し

得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
全
過
程
の
調
整
機
能
を
果
す
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
○
予
算
統
制
（
い
わ
ば
全
体
計
算
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
一
五
六
）

と
結
び
付
く
事
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
更
に
注
意
を
怠
っ
て
は
な

ら
ぬ
こ
と
は
、
「
原
価
管
理
が
単
な
る
会
計
的
な
数
宇
の
取
扱

い
に
終
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
会
計
的
な
方
法

が
原
価
管
理
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
と
は
い
え
、

原
価
管
理
に
お
い
て
は
か
か
る
会
計
的
管
理
の
前
提
と
し
て
技

術
部
門
や
作
業
部
門
に
よ
る
品
質
管
理
、
工
程
管
理
、
作
業
管

理
等
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
か
く
し
て
製
晶
の
特
殊
化
、
一
定

晶
質
の
材
料
、
最
善
の
作
業
方
法
等
の
蒸
礎
の
上
に
作
業
時
間

や
材
料
の
消
費
数
量
等
に
つ
い
て
標
準
が
も
た
れ
ね
ぱ
な
ら
な

註
９い
。
」
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
原
価
管
理
は
単
な
る
会
計
的

数
字
に
よ
る
管
理
で
あ
る
に
止
ど
ま
ら
ず
、
技
術
的
、
経
済
的

原
価
数
値
に
基
づ
い
て
、
経
営
活
動
を
批
判
し
、
指
導
し
、
統

制
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
謹
８
　
製
造
原
価
計
箪
要
綱
　
第
二

　
詫
９
　
音
木
茂
男
著
　
標
準
原
価
計
算
と
弾
力
性
予
算

　
　
　
　
会
計
第
六
十
四
巻
第
三
号

　
誌
１
０
　
ヴ
ァ
ン
・
ン
ク
ク
ル
は
、
↑
Ｏ
原
価
管
斑
を
技
術
的
原
価
管
理

　
　
（
－
、
－
｛
ｕ
・
庁
巳
８
呉
８
ま
；
一
）
何
経
営
管
理
考
的
原
価
管
理
（
署
、
、
、
、
．

　
　
鴉
ま
－
８
・
・
一
８
ま
８
一
）
　
い
機
構
的
原
価
管
理
ハ
冒
巴
一
、
目
庁
、
－
つ
。
し
。
一



・
；
言
己
）
の
三
つ
に
．
区
分
す
る
、
技
術
的
原
価
管
理
は
健
全
な
科

学
的
管
理
法
の
真
髄
た
る
生
産
計
画
及
び
管
理
の
す
べ
て
を
合
む
、

そ
江
は
製
品
の
最
良
の
生
産
及
び
配
給
を
保
障
す
る
管
理
で
あ
る
。

技
術
的
原
価
管
理
は
原
価
計
算
制
度
の
土
台
で
あ
る
。
経
営
者
的
原

価
管
理
と
は
、
経
営
者
が
工
企
業
を
指
導
し
方
向
づ
け
、
そ
し
て
工

企
業
が
そ
の
最
適
点
（
二
ざ
ｏ
苔
旨
…
二
５
一
暮
）
に
お
い
て
活
動
す
る

如
く
す
る
た
め
に
．
原
価
撮
告
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
営
者
原

価
計
算
制
度
の
緕
果
で
あ
る
。
機
構
的
原
価
管
理
と
は
原
価
計
算
制

度
の
運
用
で
あ
る
。
原
価
計
算
等
の
ゴ
ー
ル
は
経
営
者
的
原
価
管
理

の
手
段
た
る
原
価
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
経
営
者
に
■
提
供
す
る

こ
と
に
。
あ
る
。
機
構
的
原
価
管
理
は
「
原
価
管
理
」
と
呼
ぴ
慣
し
て

い
る
が
実
は
原
価
管
理
の
手
段
で
あ
っ
て
、
原
価
管
理
そ
の
も
の
で

は
な
い
。
く
昌
．
Ｏ
Ｏ
邑
・
ぎ
Ｏ
Ｏ
津
＞
８
。
彗
事
ぴ
ｑ
一
竃
け
．
山
辺
六
郎
著

原
価
計
算
と
原
価
管
理
、
会
計
第
六
十
一
巻
第
六
号

　
　
五
、
原
価
管
理
の
機
構

　
原
価
を
通
じ
て
経
営
活
動
を
管
理
統
制
す
る
た
め
に
は
、
原

価
制
度
が
経
営
管
理
方
式
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
先
に
引
用
し
た
如
く
、
ア
メ
リ
カ
会
計
学
会
○
原
価
委
員
会

は
、
原
価
計
算
の
第
二
目
的
と
し
て
「
経
営
管
理
者
の
各
階
層

　
　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
課
”
機
能
（
寺
島
）

　
に
対
し
、
原
価
管
理
に
必
要
な
原
価
報
告
を
提
供
す
る
こ
と
。
」

を
述
べ
て
い
る
、
こ
れ
に
よ
る
原
価
管
理
は
、
原
価
計
算
担
当

者
の
作
成
し
た
原
価
報
告
書
に
基
ず
い
て
経
営
管
理
者
が
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
原
価
管
理
機
構

の
問
題
は
、
原
価
計
算
を
担
当
す
る
部
門
の
所
属
と
、
そ
れ
を

通
じ
て
経
営
活
動
を
管
理
統
制
す
る
責
任
部
門
と
の
関
係
を
定

め
る
問
題
で
あ
る
。

　
原
価
計
算
課
の
経
営
組
織
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
元
来
二

つ
の
説
が
対
立
す
る
、
却
ち
一
つ
ば
会
計
課
所
属
制
で
あ
り
、

他
は
製
造
部
所
属
制
で
あ
る
。
原
価
計
算
係
を
製
造
部
に
所
属

せ
し
む
る
場
合
に
は
、
原
価
計
算
の
計
算
資
料
が
製
造
活
動
に

基
礎
を
置
く
処
か
ら
、
原
価
の
把
握
を
迅
速
な
ら
し
め
経
営
活

動
の
統
制
上
便
利
で
あ
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
個
六
の
原
価

関
係
の
証
懲
書
類
を
照
合
調
査
す
る
に
便
利
で
あ
る
、
ま
た
こ

れ
に
よ
っ
て
計
算
の
確
実
性
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

の
反
面
に
お
い
て
、
製
造
部
門
所
属
制
の
も
と
に
お
い
て
は
、

原
価
計
算
係
は
一
般
に
技
術
部
の
下
積
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
一
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
二
晋
）

会
計
課
所
属
制
は
財
務
会
計
と
原
価
計
算
と
を
有
機
的
に
連
絡

せ
し
め
得
る
た
め
或
い
は
人
件
費
の
節
約
等
の
点
か
ら
実
際
上

多
く
見
る
処
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
六
年
に
発
表
さ
れ
た
通
産
省
の
「
企
業
に
お
け
る

内
部
統
制
の
大
綱
」
に
よ
れ
ば
、
原
価
計
算
課
の
経
営
組
織
上

の
地
位
は
、
経
営
の
執
行
部
門
（
生
産
・
販
売
・
財
務
等
）
か

ら
独
立
し
て
計
算
的
統
制
を
行
う
統
制
部
門
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
部
）
の
一
分
課
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
即
ち

　
本
要
綱
に
お
け
る
内
部
統
制
の
組
織
的
条
件
の
第
一
は
「
企

業
に
お
い
て
必
要
な
経
営
活
動
の
諾
機
能
を
あ
き
ら
か
に
し
、

こ
れ
を
そ
の
業
種
、
規
模
な
ど
に
適
す
る
よ
う
に
部
門
化
し
ま

た
は
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
際
経
営
活
動
の
直
接

的
執
行
を
担
当
す
る
執
行
部
門
か
ら
、
そ
の
統
制
的
機
能
を
遂

行
す
る
統
制
部
門
を
組
織
上
独
立
さ
せ
る
の
を
原
則
と
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
、
」
　
と
し
、
か
く
て
統
制
活
動
を
専
門
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
執
行
部
門
に
対
す
る
実
施
計
画
を
適
正

に
し
、
さ
ら
に
ン
、
の
活
動
実
績
と
し
て
の
記
録
の
粉
飾
を
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
一
五
八
）

し
、
か
つ
は
そ
の
誤
謬
及
び
虚
偽
の
発
見
を
容
易
に
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
。
さ
ら
に
執
行
部
門
の
実
績
に
対
す
る
評
価
を
適

正
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
Ｌ
　
と
し
て
、
そ
の
利

点
を
掲
げ
る
。
更
に
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
し
て
専
門
的
に
担

当
す
る
業
務
は
、
広
汎
に
わ
た
っ
て
い
る
か
ち
、
そ
の
業
務
の

過
重
負
担
を
さ
け
る
た
め
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
の
内
部
に

お
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
業
務
分
担
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

即
ち
業
務
内
容
に
従
っ
て
、
実
施
計
画
の
樹
立
、
調
整
お
よ
び

能
率
の
判
定
を
担
当
す
る
予
算
課
、
実
績
の
記
録
お
よ
び
計
算

を
担
当
す
る
会
計
課
、
計
画
樹
立
に
必
要
な
各
方
面
の
統
計
資

料
の
蒐
集
お
よ
び
提
供
を
担
当
す
る
統
計
課
な
ら
び
に
実
績
の

監
査
を
担
当
す
る
監
査
課
に
分
け
、
こ
れ
ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
に
従
属
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
内
部
統
制
の

総
括
的
業
務
と
、
こ
れ
を
従
属
す
る
各
統
制
的
業
務
と
が
そ
れ

ぞ
れ
専
門
的
に
分
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
却
ち
次
に
大
綱
が

示
す
「
内
部
統
制
○
組
織
図
」
を
掲
げ
ろ
と
次
Ｏ
如
し
、

　
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
次
図
○
う
ち
「
標
準
○
設
定
及
び
分
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ｉ
一
艇
経
済
統
計

－
経
営
統
計

－
会
計
監
査

－
制
度
監
査

析
」
が
予
算
課
の
担
当
業
務
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
に
は
標

準
の
設
定
は
原
価
計
算
課
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
ま
た
標
準
、

実
際
原
価
の
記
録
、
原
価
義
異
の
分
析
、
原
価
報
告
は
、
原
価

計
算
課
の
担
当
業
務
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
詑
１
！
　
通
産
省
産
業
含
理
化
篠
議
会
、
企
業
に
お
け
る
内
部
統
榊
の

　
　
大
綱
、
産
業
経
理
、
第
一
一
巻
第
八
号

六
、
原
価
計
算
担
当
者
の
責
任

原
価
管
理
に
．
お
打
る
原
価
計
算
課
の
機
瀧
（
寺
島
）

原
価
管
理
計
画
の
重
要
性
の
増
大
に
鑑
み

て
、
原
価
計
算
担
当
者
の
責
任
、
ン
、
し
て

こ
れ
と
関
連
し
て
経
営
者
の
責
任
が
一
層

厳
密
に
調
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
前
掲
ク
ロ
ー
ス
マ
ン
の
論

文
に
、
彼
の
詳
細
な
研
究
の
成
果
が
発
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
大
略
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
原
価
管
理
の
機
能
に
お
け
る
原
価
計
算

担
当
者
の
一
般
的
責
任
は
、
彼
に
よ
れ
ば

　
０
Ｄ
信
頼
し
得
る
そ
．
し
て
正
確
な
原
価
資
料
は
報
告
書
を
作
成

す
る
た
め
に
役
立
つ
、
ン
、
こ
で
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
彼

の
部
門
活
動
を
計
画
し
、
監
督
す
る
こ
と
で
あ
る
、

　
ゆ
原
価
管
理
の
莱
礎
と
し
て
促
用
す
る
た
め
に
、
経
営
者
に

と
っ
て
最
大
の
価
使
あ
る
報
告
仰
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
、

　
原
価
報
告
書
は
、
各
階
層
ｏ
経
営
符
理
者
に
対
し
て
、
経
営

活
動
の
詳
細
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
時
に
、
種
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
一
五
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■



、

　
　
並
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
二
号
ひ

様
六
の
表
示
彩
式
を
採
用
し
、
且
つ
報
告
書
を
便
用
す
る
経
営

者
或
い
は
管
理
者
に
適
合
す
る
如
く
、
分
析
し
或
い
は
解
釈
し

た
報
告
書
の
作
成
を
な
し
、
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
、
最
後
の

責
任
は
ラ
ィ
ン
の
管
理
者
で
あ
る
そ
し
て
他
の
人
六
の
仕
事
を

監
督
す
る
責
任
を
持
っ
て
い
る
経
営
者
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
に

委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
経
営
者
は
報
告
書
を
受
領
し
た
時
、

計
画
的
遂
行
か
ら
の
差
異
の
研
究
・
調
査
を
な
し
、
更
に
責
任

あ
る
経
営
者
は
常
に
差
異
○
原
因
を
除
き
丑
、
し
て
訂
正
す
る
た

め
に
必
要
な
行
為
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
原
価
管
理
は
、
前
節
に
も
述
べ
た
如
く
、
原
価
管

理
の
資
料
を
作
成
す
る
と
い
う
作
業
と
、
そ
れ
等
の
資
料
を
用

い
て
経
営
活
動
を
桁
導
し
、
統
制
す
る
と
い
う
作
業
と
は
白
ら

そ
Ｏ
機
能
が
異
な
る
○
ノ
し
あ
り
、
原
価
管
理
に
お
い
て
は
管
理

資
料
を
作
成
す
る
機
能
担
当
者
と
原
価
数
値
に
基
き
管
理
の
実

施
を
な
す
機
能
担
当
者
と
は
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

一
般
に
前
者
は
原
価
計
算
担
当
者
が
こ
れ
に
当
り
、
後
者
は
管

理
担
当
者
が
こ
れ
に
当
る
○
ノ
し
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
一
六
〇
）

　
次
に
こ
の
様
な
原
価
計
算
担
当
者
の
機
能
の
拡
大
を
彼
は
「

過
去
百
年
そ
こ
そ
こ
の
間
に
、
原
価
会
計
士
の
責
任
は
、
元
来

販
売
価
椿
の
決
定
に
使
用
す
る
た
め
に
、
或
い
は
棚
卸
資
産
評

価
の
た
め
に
原
価
資
料
を
記
録
し
た
簿
記
係
の
責
任
か
ら
、
経

営
者
が
原
価
管
理
の
援
助
と
し
て
、
或
い
は
将
来
の
計
画
設
定

の
手
段
と
し
て
使
用
し
得
る
資
料
を
準
備
す
る
た
め
に
彼
の
時

間
の
多
く
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
の
会
計
士
の
責
任
へ
と
次
第
に
拡

張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
責
任
に
応
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
価
会
計
士
は
経
営
者
に
と
っ
て
、
大
い
に
有
用
な
も
の
の
一

つ
に
彼
の
地
位
を
発
展
せ
し
め
て
い
る
」
と
素
描
し
、
更
に
こ
の

報
告
書
の
概
説
を
引
用
し
て
「
か
く
し
て
久
し
い
間
原
価
計
算

の
傾
向
は
、
そ
の
有
用
性
を
拡
大
す
る
方
向
に
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
、
原
価
計
算
は
主
と
し
て
財
務
諾
表
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ

る
棚
卸
資
産
や
売
上
原
価
を
算
定
す
る
た
め
に
使
用
し
た
簿
記

技
術
と
し
て
始
ま
っ
た
、
か
く
の
如
き
原
価
計
算
は
そ
の
性
格

に
お
い
て
全
く
歴
史
的
で
あ
っ
た
、
標
準
原
価
の
発
展
と
共
に

原
価
計
算
は
経
営
者
が
直
接
原
価
を
管
理
す
る
た
め
に
使
用
出



来
る
貴
重
な
道
具
と
な
っ
た
、
財
貨
の
物
理
的
標
準
の
組
を
基

準
と
し
た
原
価
の
改
善
さ
れ
た
確
実
性
は
、
標
準
原
価
の
先
を

見
通
す
特
性
と
共
に
、
経
営
者
が
計
画
と
評
価
の
た
め
に
有
利

に
使
用
出
来
る
と
こ
ろ
の
資
料
の
源
泉
と
し
て
原
価
計
算
の
有

用
性
が
大
い
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
（
、
．
ト
ー
亭
婁
膏
字
冬
８

◎
｛
Ｏ
。
暮
睾
己
（
一
（
参
一
、
、
オ
．
＞
．
○
戸
ぎ
冒
亭
し
♂
ヴ
Ｈ
暮
｛
戸

Ｈ
震
ｏ
。
一
↑
、
．
ざ
戸
）
こ
れ
に
て
一
層
明
ら
か
た
る
如
く
、
原
価
計

算
担
当
者
は
、
経
営
管
理
資
料
の
源
泉
と
し
て
、
原
価
資
料
の

作
成
及
び
提
出
す
る
機
能
担
当
者
と
し
て
の
責
任
を
遂
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
地
伎
を
著
し
く
向
上
せ
し
め
て
い
る

○
、
で
あ
る
、

　
更
に
彼
は
、
原
価
部
門
の
長
と
し
て
の
原
価
会
計
士
（
原
価

計
算
課
長
）
ｏ
業
務
・
責
任
を
詳
細
に
分
類
し
て
い
る
。

　
１
、
彼
ｏ
部
門
活
動
を
計
画
し
、
そ
し
て
原
価
管
理
計
画
の

彼
の
役
割
が
最
も
能
率
的
に
実
行
出
来
る
よ
う
に
、
他
○
部
門

か
一
ｈ
－
必
夢
た
報
告
∴
十
八
手
す
ろ
こ
と
一

　
前
述
の
如
く
、
原
価
計
算
課
の
機
能
申
最
も
重
要
な
も
の
は
、

　
　
原
価
管
理
に
拍
け
る
原
価
計
算
課
の
機
龍
（
寺
島
）

．
原
価
資
料
を
分
析
し
、
そ
れ
を
経
営
滑
動
の
管
理
責
缶
者
達
に

報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
原
価
計
算
課
が
ラ
ィ
ン
の

管
理
者
に
提
出
す
る
た
め
の
有
効
な
原
価
報
告
書
を
作
成
す
る

た
め
に
は
、
報
告
書
作
成
の
た
め
に
必
要
な
資
料
が
逆
に
ラ
イ

ン
の
経
営
者
か
ら
原
価
計
算
課
に
集
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ラ
ン
グ
は
「
原
価
計
算
課
は
「
報
音

の
受
領
者
」
（
奉
ｏ
言
ｇ
；
二
ｂ
♂
Ｈ
旨
算
一
８
）
及
び
「
報
告
の
源

泉
」
（
○
Ｏ
Ｃ
冒
８
◎
二
ｂ
♂
Ｈ
員
ま
８
）
と
し
て
の
二
重
の
職
務
を
も

つ
も
の
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
ラ
イ
ン
の
管
理
者
（
現
場
管
理

者
）
と
原
価
計
算
部
門
と
の
間
に
は
親
密
な
協
調
を
必
要
と
す

る
。
両
者
の
連
絡
は
報
告
制
度
に
よ
り
密
と
な
る
。
却
ち
ラ
イ

ン
の
経
営
者
か
ら
、
原
価
部
門
へ
は
各
種
の
報
告
資
料
を
報
音

す
る
と
共
に
、
原
価
計
算
担
当
者
か
ら
、
ラ
ィ
ン
の
菅
理
者
に

原
価
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、

　
↑
ｏ
、
部
門
活
動
計
画
者
と
し
て
ｏ
原
価
計
算
課
長
は
、
彼
白

身
の
部
門
に
お
い
て
原
価
減
少
変
化
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
、

か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
方
法
ヤ
手
続
を
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
ｎ
ニ
ハ
一
）



　
．
立
命
館
経
済
挙
（
第
三
巻
・
第
二
号
）

査
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
彼
の
部
門
経
営
原
価
を
直
接
管
理
す

る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
故
に
彼
は
ン
、
の
業
務
が
出
来
る
限
り

能
率
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
回
、
報
音
の
受
領
者
と
し
て
は
、
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
、

他
の
執
行
部
門
か
ら
の
所
得
報
告
の
流
れ
、
と
ン
、
の
報
告
を
受

け
た
資
料
○
原
価
記
録
に
つ
い
て
の
記
入
を
調
査
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
調
査
の
目
的
と
し
て
、

　
ｃ
Ｄ
、
彼
の
部
門
へ
供
給
さ
れ
た
資
料
の
正
確
と
、
こ
れ
ら
の

資
料
が
記
録
さ
れ
た
後
、
記
録
の
正
確
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ

る
。
課
員
の
日
六
の
仕
事
が
正
確
ノ
し
あ
る
こ
と
の
重
要
性
は
、

管
理
報
告
に
使
用
さ
れ
る
報
告
を
準
備
し
、
ン
、
し
て
記
録
す
る

人
六
に
記
憶
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
原
価
計
算
担
当
者
は
他

の
部
門
に
よ
っ
て
準
備
し
、
報
告
さ
れ
た
資
料
が
信
頼
し
得
る

正
確
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
め
る
た
め
に
は
彼
は
工

掌
的
素
養
を
も
ち
、
現
場
の
事
情
に
精
通
し
、
且
つ
会
杜
経
営

に
つ
い
て
の
彼
の
一
般
的
知
識
を
応
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
ニ
ハ
ニ
）

　
四
、
白
動
的
内
部
照
合
と
管
理
は
、
従
業
員
間
の
業
務
の
適

当
な
分
割
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
る
。
か
か
る
考
慮
○
も
と
に
彼

の
部
門
内
○
諾
活
動
を
調
査
す
る
こ
と
、
内
部
監
査
計
画
が
遂

行
１
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
原
価
計
算
部
門
へ
資
料
を
供
給
す
る
各

執
行
部
門
に
お
け
る
記
録
と
報
告
手
続
の
規
則
的
調
査
を
な
す

こ
と
に
よ
っ
て
資
料
の
正
確
性
を
一
段
と
保
証
す
る
こ
と
に
な

る
。　

ゆ
、
原
価
報
告
が
一
層
迅
速
に
提
出
さ
れ
得
る
た
め
に
は
或

い
は
原
価
報
告
が
時
機
に
遅
れ
ず
に
提
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、

活
動
の
第
一
記
録
と
原
価
記
録
に
お
け
る
最
後
の
記
録
間
の
総

経
過
時
間
を
滅
ず
る
こ
と
。
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

　
更
に
原
価
管
理
計
固
を
一
膚
効
果
的
あ
ら
し
め
る
た
め
に
原

価
計
算
課
長
は
次
の
諾
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　
バ
、
彼
は
種
六
の
時
に
、
以
前
少
し
通
要
で
あ
っ
た
項
目
に

一
層
の
注
意
を
与
え
る
べ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
原

価
報
告
書
の
内
容
を
研
究
す
ー
べ
き
ノ
し
あ
る
、
重
要
性
は
、
丁
度

ン
、
れ
が
財
務
会
計
或
い
は
監
査
に
お
け
る
と
同
じ
程
度
原
価
管



理
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

　
Ｈ
、
完
全
な
原
価
管
理
計
画
は
改
訂
が
必
要
、
て
あ
ろ
か
ど
う

か
を
決
定
す
る
た
め
に
時
六
調
査
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
前
進
的

企
業
は
静
止
的
で
は
な
い
。
ン
、
れ
故
に
、
原
価
管
理
計
画
は
、

ン
、
れ
に
影
響
す
る
処
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
、
手
続
或
い
は
組
織
的

変
化
に
一
薮
す
る
た
め
に
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
鮒
、
原
価
計
算
担
当
者
は
、
原
価
管
理
に
対
す
る
彼
の
助
力

が
一
層
有
益
と
な
り
得
る
た
め
に
は
、
工
場
経
営
や
、
経
営
の

諾
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
絶
え
ず
努
力

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
２
、
彼
の
部
門
に
報
告
さ
れ
た
工
場
原
価
と
生
産
資
料
の
記

録
と
総
括
を
監
督
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
た
め
に
次
の
諾
点
に
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
↑
Ｏ
、
彼
の
部
門
－
活
動
に
お
け
る
と
同
様
に
、
他
の
部
門
か
ら

供
給
さ
れ
た
記
録
に
つ
い
て
、
確
実
性
と
正
確
性
を
強
調
す
る

こ
と
。

　
回
、
責
任
者
単
位
に
、
す
べ
て
の
経
費
と
、
経
営
資
料
を
、

　
　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

報
告
目
的
の
た
め
に
分
類
す
る
こ
と
、
原
価
は
種
六
の
経
営
者

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ろ
故
に
取
引
は
各
経
営
者
Ｏ
責
任
に

応
じ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
勘
定
に
記
録
さ
れ
解
説
さ
れ
ね
ぱ
な

ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
調
査
報
告
書
は
「

原
価
管
理
は
、
原
価
管
理
が
そ
の
出
発
点
に
お
け
る
責
任
と
関
、

係
あ
る
と
こ
ろ
の
利
潤
決
定
の
た
め
の
原
価
計
算
か
ら
異
な
る
、

だ
が
原
価
決
定
は
そ
の
処
理
と
関
係
が
あ
る
。
能
率
的
な
原
価

管
理
は
不
利
を
招
い
た
個
人
の
責
任
別
に
ン
、
れ
ら
の
分
類
を
要

求
す
る
。
」
と
指
摘
す
る
、
（
、
、
一
一
一
５
ｑ
己
・
ｏ
旨
己
Ｇ
ピ
嚢
５
〇
一
一
ぎ
量

ｏ
｛
○
ｏ
・
・
亘
－
ｗ
一
自
ｇ
サ
一
勾
窮
撃
Ｈ
ｏ
プ
ｏ
０
９
一
華
Ｈ
虐
９
勺
Ｈ
お
．
）
た
だ

経
営
資
料
や
原
価
を
責
任
者
単
位
に
区
分
す
る
場
合
、
注
意
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
者
の
統
制
可
能
費
と

統
制
不
可
能
費
と
は
こ
れ
を
分
離
す
る
こ
と
で
あ
る
統
制
可
能

費
と
統
制
不
可
能
賛
を
合
算
表
示
す
る
と
き
は
各
経
営
管
理
者

の
責
任
遂
行
度
を
明
示
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
、
そ
こ
で
統
制

不
可
能
費
は
分
離
し
て
記
載
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
一

　
バ
、
原
価
報
音
に
お
け
る
固
定
グ
ル
ー
プ
と
変
動
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
（
ニ
ハ
三
）



　
　
立
命
餌
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
二
晋
）

に
費
用
を
分
離
す
る
こ
と
。
固
定
費
や
変
動
費
ば
操
業
度
と
の

関
係
に
お
い
て
生
ず
る
区
分
で
あ
る
が
、
原
価
と
操
業
度
の
関

係
か
ら
固
定
費
と
変
動
費
そ
し
て
変
動
費
中
の
比
例
費
、
逓
滅

費
、
逓
増
費
の
分
離
、
区
分
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
、
責
任
者

の
責
任
を
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。

　
Ｈ
、
原
価
や
報
告
資
料
は
、
報
告
が
時
機
に
遅
れ
ず
に
提
供

出
来
る
様
に
迅
速
に
記
録
し
そ
し
て
概
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
従
っ
て
彼
の
部
内
へ
迅
速
に
報
告
す
る
よ
う
他
の
部
門
へ

要
望
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

　
３
、
経
営
者
に
提
出
す
る
報
告
を
準
備
し
そ
し
て
分
析
す
る

こ
と
、
報
告
書
は
四
原
価
と
経
営
資
料
そ
し
て
、
四
原
価
管
理

機
能
に
お
け
る
経
営
者
の
活
動
と
の
間
の
相
違
に
橋
を
か
け
る
、

原
価
計
算
課
長
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
彼
の
部
門

に
お
け
る
報
音
機
能
を
計
画
し
、
ン
、
し
て
監
督
す
る
責
任
が
あ

る
。　

却
ち
、
彼
が
こ
の
責
任
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

　
↑
ｏ
、
報
告
書
は
信
頼
し
得
る
も
の
ノ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
一
六
四
）

（
報
告
書
は
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

　
四
、
報
告
書
は
、
不
能
率
や
不
必
要
な
支
出
を
発
見
し
、
ン
、

し
て
そ
れ
を
訂
正
す
る
に
最
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
は
報
告
書
は
時
機
を
得
て

い
る
こ
と
の
要
求
で
、
報
告
の
度
数
や
迅
速
性
に
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
。
定
時
報
告
書
や
至
急
報
告
書
と
い
っ
た
も
の
が
考

え
ら
れ
る
、

　
バ
、
実
際
原
価
或
い
は
遂
行
は
、
計
画
（
或
い
は
標
準
）
原

価
遂
行
と
の
比
較
に
お
い
て
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て

の
相
違
は
明
白
に
指
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

　
Ｈ
、
各
六
の
報
告
書
は
心
の
内
で
読
者
の
必
要
を
も
っ
て
討

画
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

　
原
価
報
告
は
、
ラ
ィ
ン
の
経
営
者
の
責
任
に
帰
す
べ
き
原
価

項
目
特
に
彼
等
の
必
要
と
す
る
箭
所
に
つ
い
て
明
示
す
べ
き
、
て
、

他
の
部
門
管
理
者
の
責
任
権
限
内
○
こ
と
に
つ
い
て
知
わ
す
べ

き
で
な
い
、
ま
た
表
示
方
法
と
し
て
は
報
告
を
受
け
た
方
で
理

解
し
得
る
よ
う
な
用
語
を
用
い
、
専
門
用
語
は
極
力
さ
け
る
と



共
に
、
報
告
数
値
に
つ
い
て
も
貨
幣
的
表
示
と
物
質
的
数
量
た

る
技
術
的
数
量
を
並
記
す
る
こ
と
が
よ
い
。
特
に
報
告
受
領
者

が
下
級
の
経
営
管
理
者
（
現
場
経
営
者
）
で
あ
る
と
き
は
貨
幣

的
表
示
よ
り
も
物
的
数
量
表
示
が
む
し
ろ
親
し
み
や
す
く
、
望

ま
し
い
。

　
鮒
、
差
異
は
注
意
深
く
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て

差
異
の
原
因
が
芳
し
も
基
礎
資
料
か
ら
決
定
さ
れ
得
る
な
ら
ば
、

明
白
に
報
告
の
前
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
い
、
原
価
報
告
書
は
、
た
だ
若
干
の
経
営
者
が
み
る
原
価
計

算
担
当
者
の
明
白
な
証
明
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
レ
、
彼
は

精
を
出
し
て
彼
ｏ
報
告
形
式
・
内
容
そ
し
て
佼
用
価
値
を
改
善

す
る
た
め
に
彼
白
身
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
４
、
原
価
襟
準
ヤ
部
門
予
算
の
準
備
に
協
力
す
る
こ
と
、
こ

れ
ら
Ｏ
項
〕
に
つ
い
て
は
実
際
－
上
多
く
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ

る
か
し
、
原
価
計
算
課
の
責
任
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
原
価
計
算
課
は
常
に
原
価
標
準
ヤ
予
算

　
　
原
価
管
理
に
抽
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

を
改
善
す
る
に
使
用
ナ
る
た
紅
に
特
別
の
原
価
資
料
を
要
求
ナ

る
で
あ
ろ
う
技
術
、
製
造
、
仕
入
或
い
は
他
の
部
門
に
あ
ら
ゆ

る
援
助
を
与
え
る
た
め
に
常
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
原
価
計
算
課
長
の
責
任
は
、

　
５
、
特
別
の
調
査
を
な
ナ
こ
と
、
そ
し
て
経
営
に
役
立
つ
他

の
用
益
を
提
供
す
る
た
め
に
経
営
者
に
そ
の
緒
果
を
報
告
す
る

こ
と
。

　
先
に
引
用
し
た
如
く
、
ア
メ
リ
カ
の
会
計
学
会
の
一
九
四
七

年
度
の
原
価
委
員
会
が
発
表
し
た
原
価
計
算
の
目
的
は
、
第
一
、

第
二
を
経
常
的
な
目
的
と
し
て
、
第
三
に
臨
時
的
な
目
的
と
し

て
、
製
品
売
価
の
決
定
そ
の
他
経
営
政
策
の
特
殊
問
題
解
決
Ｏ

た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
、
の
三
つ
を
列
挙
す
る
。

こ
の
第
三
の
臨
時
的
な
目
的
が
こ
こ
に
い
う
原
価
計
算
課
の
行

う
特
殊
な
調
査
研
究
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
一
年
度
の
委
員
会

が
発
表
し
た
、
原
価
計
算
の
目
的
も
や
は
り
Ｈ
、
■
を
経
常
的

な
目
的
と
し
昌
を
臨
時
的
な
目
的
と
し
て
、
経
営
者
に
対
し
、

経
営
Ｌ
の
種
六
の
決
定
及
び
政
策
の
樹
立
に
必
要
な
原
価
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
一
六
五
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
二
号
）

を
提
供
す
る
、
と
し
て
特
殊
の
原
価
数
値
を
適
宜
調
査
研
究
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
Ａ
Ａ
Ａ
の
原
価
委
員
会
は
原

価
計
算
を
径
常
的
な
原
価
計
算
と
臨
時
的
な
特
殊
原
価
調
査
を

な
す
原
価
計
算
と
に
区
別
し
て
挙
げ
る
如
く
、
今
や
特
殊
原
価

調
査
は
原
価
計
算
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
ノ
し

あ
る
。一

特
殊
原
価
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
対
壊
と
し
て
の
原
価

の
諾
概
念
に
つ
い
て
の
考
察
を
必
要
と
す
る
も
本
稿
に
お
い
て

は
紙
幅
の
関
係
上
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
、
（
特
殊
原
価
調
査
に

つ
い
て
は
山
辺
六
郎
教
授
の
労
作
が
企
業
会
計
一
九
五
二
年
八
月
号
に
１

溌
表
さ
れ
て
い
る
の
を
参
照
）
要
す
る
に
特
殊
原
価
調
査
は
、
経

鴬
上
の
種
々
ｏ
決
定
お
よ
び
経
営
政
策
の
樹
立
の
た
め
に
行
う

特
殊
原
価
数
使
ｏ
研
沈
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
原
価
調
査
の
担
当

者
は
何
人
ノ
し
あ
る
か
、
山
辺
教
授
は
ヴ
ァ
タ
ー
の
所
説
を
引
用

し
て
「
原
価
計
算
者
は
彼
が
算
定
す
る
原
価
の
利
用
目
的
を
充

分
に
認
識
し
、
一
定
の
課
題
に
対
し
原
価
計
算
の
抜
術
．
方
法

お
よ
び
原
価
諾
概
念
を
適
合
さ
せ
る
程
度
に
原
価
意
識
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
ニ
ハ
六
）

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
：
原
価
計
算
者
は
単
に
原
価
を

算
出
す
る
の
み
、
て
な
く
、
如
何
な
る
原
価
を
使
用
す
べ
き
か
、

叉
そ
れ
を
如
何
に
し
た
ら
迅
速
・
正
確
・
且
つ
有
効
に
把
握
ノ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
！
０

き
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
」
　
特
殊
原
価
調
査
の
担
当

希
は
経
営
者
ノ
し
は
な
く
、
原
価
計
算
担
当
者
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
特
殊
原
価
調
査
の
担
当
者
は
原
価
計
算
担
当
者
ノ
し
あ
る
か
ら

経
営
者
は
営
業
上
の
種
六
の
決
定
、
或
い
は
経
鴬
政
策
の
樹
立
、

改
訂
の
た
め
に
諾
種
の
調
査
や
分
析
を
原
価
計
算
担
当
者
に
要

求
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
原
価
計
算
担
当
者
は
、
特
に

冬
六
の
情
勢
に
関
す
る
期
待
原
価
を
示
す
特
別
報
告
（
原
価
数

値
に
よ
る
報
告
）
を
準
備
し
て
経
営
者
を
援
助
し
衣
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
そ
れ
を
す
る
４
．
に
め
に
は
原
価
計
算
は
他
の
す
べ

て
の
部
門
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ろ
の
で
あ
る
。
特
殊

原
価
調
査
は
経
営
者
の
要
求
を
待
つ
ま
で
も
な
く
有
能
な
原
価

計
算
担
当
者
は
自
ら
進
ん
ノ
し
経
営
者
に
提
出
す
る
報
音
書
の
研

究
を
通
じ
て
原
価
を
管
理
レ
！
、
し
て
滅
少
す
る
た
め
に
厳
密
在



講
査
や
分
析
を
必
要
と
す
る
情
勢
を
発
見
す
る
、
実
際
問
題
と

し
て
、
前
述
の
如
く
特
別
な
調
査
を
必
要
と
す
る
情
況
ヤ
ま
た

そ
れ
を
解
決
す
る
た
“
，
に
め
の
原
価
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
は
原

価
計
算
担
当
者
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
、
て
あ
る
、
所
が
経
営
者

は
特
別
な
調
査
や
研
呪
を
必
要
と
す
る
情
勢
や
問
題
○
存
在
に

気
づ
か
な
い
、
或
い
は
、
か
り
に
問
題
の
所
在
を
承
認
す
る
と

し
て
も
如
何
な
る
原
価
資
料
が
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
用
い

ら
牝
る
か
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
従
っ
て
特
別
な
研

究
が
要
求
さ
れ
な
い
よ
う
た
場
く
口
が
生
ず
る
、
こ
の
点
に
関
し

－
．
；
一
昏
言
Ｏ
ぎ
Ｓ
は
「
ン
、
し
て
原
価
計
算
Ｏ
分
野
に
お
い
て

符
理
披
術
は
杵
通
以
上
に
急
速
に
発
展
し
て
い
る
、
事
実
上
平

均
事
業
経
営
者
が
ン
し
れ
ら
を
彼
ｏ
理
解
に
お
い
て
発
展
せ
し
め

て
い
る
よ
り
一
屑
急
述
に
発
峡
し
て
い
ろ
、
こ
れ
は
不
幸
に
し

て
、
多
く
い
場
合
に
心
い
て
披
沽
経
営
者
層
に
、
ン
、
れ
ら
Ｏ
可

能
性
〇
一
般
的
評
価
或
い
は
理
解
が
た
い
、
ン
、
れ
故
に
ネ
．
れ
ら

の
価
値
は
決
し
て
十
分
に
閉
発
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
ろ
、
私
は
こ
れ
は
原
価
会
計
士
白
身
に
部
分
的
に
一
１
、
し

　
　
原
価
管
理
に
お
け
る
康
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
陰
）

て
大
い
に
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
嫌
疑
を
か
げ
る
甘
何
と
な
れ
ば
、

原
価
計
算
担
当
者
は
彼
が
計
算
し
た
数
字
の
使
用
に
就
い
て
会

杜
の
経
営
者
に
十
分
に
知
ら
せ
る
余
俗
を
も
た
な
か
っ
た
ほ
ど

彼
の
仕
事
の
源
泉
が
あ
ま
り
に
も
忙
し
か
っ
た
ら
で
あ
る
。
」

（
－
．
主
「
色
一
－
き
訂
８
、
．
○
ｏ
。
。
け
＞
ｏ
８
昌
饒
ｂ
帽
サ
｝
¢
■
｛
一
一
ｐ
ま
ｇ

・
『
冒
彗
晶
彗
ｇ
戸
、
、
ｚ
＞
○
＞
」
一
一
自
ｇ
一
昌
宕
宗
勺
目
ｏ
。
・
。
．
）
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
原
価
計
算
担
当
者
は
、
彼
が
提
供
す
る
原
価
報
告
書

に
つ
い
て
経
営
者
の
理
解
し
得
る
知
識
の
欠
乏
を
知
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
彼
の
経
営
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
原
価
管
理
ヤ
将
来
の
計
画
の
樹
立
（
ま
た
重
要
な
政
策
の
決

定
）
の
た
め
一
屑
有
効
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
経
営
者
の
理
解

力
を
増
加
せ
し
め
ろ
よ
う
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
、

理
解
力
ｏ
欠
乏
け
予
定
原
価
と
実
際
原
価
心
利
用
に
つ
い
て

「
予
定
原
価
或
い
は
歴
史
的
原
価
Ｏ
両
方
は
近
代
的
産
業
経
営

に
お
い
て
、
ン
、
れ
ら
り
地
伎
を
も
っ
て
い
ろ
、
令
ま
れ
た
原
価

の
見
積
或
い
は
予
定
な
し
に
重
要
な
決
定
を
な
し
或
い
は
実
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
一
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
二
号
）

す
る
こ
と
は
経
営
を
す
る
こ
と
よ
り
は
賭
を
す
る
こ
と
ノ
し
あ
り

或
い
は
投
機
を
す
る
こ
と
ノ
し
あ
る
。
均
し
く
経
営
者
の
欠
乏
は
、

事
後
原
価
の
決
定
、
見
積
或
は
標
準
と
そ
れ
ら
を
比
較
せ
ぬ
こ

と
で
あ
る
、
恐
ら
く
原
価
組
織
の
重
視
と
原
価
利
用
の
軽
視
は

一
方
に
お
い
て
、
予
定
或
い
は
標
準
原
価
そ
し
て
他
方
に
お
い

て
実
際
或
い
は
歴
史
的
原
価
が
産
業
会
杜
の
経
営
に
用
い
ら
れ

そ
し
て
用
い
う
べ
き
補
助
的
役
目
の
許
価
の
欠
乏
を
導
い
て
い

る
。
」
（
、
、
＞
〆
雷
峯
旨
｛
量
弐
冒
ｏ
｛
ｏ
０
９
ｂ
｛
彗
｛
Ｏ
◎
・
・
戸
、
、
勺
＄
｝
・
）

原
価
資
料
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
と
利
用
能
力
は
原
価
計
算
担

当
者
は
勿
論
経
営
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
必
要
な
こ
と
ノ
し
あ
る
。

　
詫
旭
　
現
在
の
大
規
模
企
業
の
経
営
に
拍
け
る
職
能
組
織
は
一
般
に
・

　
　
参
謀
部
伽
直
系
組
織
（
巨
罵
§
｛
○
ｎ
薫
｛
○
お
、
三
、
、
饒
。
目
）
で
あ
る

　
　
こ
れ
は
、
一
切
の
経
営
符
遡
に
関
Ｌ
て
、
指
錐
命
令
の
権
限
（
＞
。
．

　
　
享
◎
『
身
）
と
責
任
（
声
９
毛
言
童
一
身
Ｕ
と
を
も
っ
い
わ
ゆ
る
ラ
イ

　
　
ン
の
管
理
希
（
一
ま
男
§
芽
凸
と
こ
れ
ら
の
ラ
イ
ン
の
管
理

　
　
希
の
符
理
活
動
を
援
助
し
、
そ
れ
に
■
奉
仕
し
（
○
ｃ
９
ま
ｏ
、
）
な
い
し
、

　
　
助
言
（
＞
・
三
８
）
を
号
一
ｎ
う
た
め
に
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ッ
フ

　
　
の
管
班
肯
（
手
岸
－
ソ
８
葦
き
・
）
と
が
区
別
さ
れ
る
前
寿
は
執
行

　
　
部
門
で
あ
り
後
青
は
統
制
部
門
に
■
属
す
る
。

　
詐
Ｈ
　
山
辺
六
郎
教
授
、
原
価
稚
告
　
産
業
経
狸
、
第
十
二
巻
第
一
号

謹
１
５

〃

　
　
三
八
（
一
六
八
）

特
殊
原
価
調
査
、
企
業
会
計

一
九
五
二
年
八
月
号

　
　
　
七
、
原
価
管
理
に
お
け
る
経
営
者
の
機
能

　
前
述
の
如
く
、
原
価
管
理
の
根
本
的
効
果
は
執
行
活
動
に
依

存
す
る
。
執
行
機
関
は
通
常
全
般
経
営
管
理
者
（
例
え
ば
杜
長
）
、

部
門
経
営
管
理
者
（
例
え
ば
本
杜
部
長
・
工
場
長
等
）
、
現
場
経

営
管
理
者
（
例
え
ば
工
場
の
課
長
・
係
長
・
職
長
等
）
の
三
階

層
に
区
分
さ
れ
る
。
全
般
経
営
管
理
者
（
上
級
経
営
管
理
者
）

各
部
門
の
活
動
計
画
の
調
整
と
決
宗
、
と
ン
、
の
実
施
遂
行
、
結

果
、
統
制
と
を
主
要
任
務
と
す
る
。
従
っ
て
部
門
経
営
管
理
者

の
部
門
活
動
遂
行
の
結
果
が
不
満
足
な
場
合
に
は
ン
、
の
原
因
と
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
た
め
に
な
し
た
処
撮
の
報
音
を
要
求
す
る
部

門
経
営
者
は
上
級
経
営
管
理
者
の
要
求
に
応
ず
る
た
め
に
、
直

接
そ
の
情
況
に
つ
い
て
責
任
あ
る
下
級
経
営
管
瑚
者
か
ら
の
報

告
を
要
求
す
る
、
時
に
は
都
門
経
営
管
理
者
は
直
接
現
場
に
出

越
し
て
、
ン
、
の
作
業
が
遂
行
さ
れ
た
場
所
ノ
し
業
務
を
執
行
し
て

い
た
職
長
ヤ
監
督
か
ら
事
清
を
聴
取
す
る
ノ
し
あ
ろ
う
。
部
門
経



営
管
理
者
の
最
も
重
要
な
職
務
は
、
彼
が
直
接
管
理
責
任
を
も

っ
て
い
る
部
門
○
原
価
予
算
の
作
成
ま
た
そ
の
決
定
さ
れ
た
原

価
予
算
に
従
っ
て
白
己
の
部
門
活
動
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
、

下
級
経
営
管
理
者
は
直
接
に
工
場
活
動
を
処
理
す
る
か
ら
、
標

準
か
ら
の
偏
差
の
些
細
な
原
因
を
研
究
し
、
訂
正
す
る
と
こ
ろ

の
一
人
で
あ
る
、
現
場
経
営
管
理
者
は
実
際
に
作
業
活
動
を
な

す
工
員
や
作
業
員
と
部
門
経
営
管
理
者
と
の
中
間
に
存
在
し
、

工
員
や
作
業
員
等
の
一
般
従
業
員
の
指
揮
監
督
者
で
あ
る
と
共

に
部
門
経
営
管
理
者
に
対
す
る
管
理
機
能
の
助
力
者
で
あ
る
。

　
上
級
の
経
営
管
理
者
は
部
門
経
営
管
理
者
や
下
級
経
営
管
理

者
に
諾
事
項
に
つ
い
て
の
処
理
の
方
法
や
手
続
或
い
は
標
準
を

定
め
て
管
理
権
限
を
委
譲
す
る
。
受
托
者
の
な
し
た
管
理
の
締

果
は
常
に
標
準
と
比
較
さ
れ
差
異
の
責
任
を
追
求
す
る
こ
と
に

な
る
、
そ
し
て
標
準
と
実
際
と
の
偏
差
の
原
因
は
常
に
調
査
さ

れ
そ
れ
を
訂
正
す
る
た
め
の
桁
図
が
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
一

上
級
の
経
営
管
理
者
が
訂
正
の
指
図
を
な
し
た
る
時
は
、
よ
り

下
級
の
経
営
管
理
者
は
そ
れ
に
従
っ
て
原
価
管
理
機
能
を
遂
行

　
　
原
価
管
理
に
拍
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
考
島
）

す
べ
き
、
て
あ
る
。

　
　
　
八
、
む
　
　
す
　
　
び

　
最
後
に
ク
ロ
ー
ス
マ
ン
は
、
有
効
な
原
価
管
理
計
画
の
実
践

手
続
を
次
の
如
く
総
括
し
て
い
る
。

　
１
、
支
出
の
性
質
、
責
任
、
変
動
に
随
っ
て
原
価
を
分
類
す

　
　
る
こ
と

　
２
、
計
画
或
い
は
標
準
原
価
と
予
算
の
彬
態
に
お
け
る
原
価

　
　
の
予
定

　
３
、
実
際
原
価
の
計
算

　
４
、
如
何
な
る
差
異
が
発
生
し
、
そ
ｔ
て
こ
れ
ら
の
差
異
の

　
　
原
因
を
決
定
す
る
た
め
に
原
価
標
蜂
或
い
は
予
算
標
準
と

　
　
実
際
原
価
の
比
較

　
５
、
原
価
と
加
う
る
に
経
営
の
次
の
標
準
を
設
定
す
る
た
め

　
　
に
、
権
威
を
も
っ
て
い
る
個
六
人
に
差
異
の
迅
速
な
報
告

　
６
、
実
際
原
価
が
標
準
原
価
或
い
は
予
算
か
ら
異
な
る
と
き
、

　
　
不
利
な
差
異
を
除
く
た
め
の
経
営
者
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
ニ
ハ
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
三
巻
・
第
二
晋
）

　
彼
に
よ
れ
ば
右
の
総
括
の
最
初
の
五
つ
の
要
素
が
原
価
計
算

担
当
者
の
責
任
で
あ
り
、
６
が
経
営
者
の
原
価
管
理
に
お
け
る

機
能
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
要
す
る
に
今
Ｒ
の
原
価
計
算
は
単
に
実
際
原
価
を
集
計

し
、
財
務
会
計
に
対
し
て
製
造
原
価
或
い
は
仕
掛
品
そ
の
他
棚

卸
資
産
評
価
の
た
め
の
原
価
計
算
た
る
に
止
ま
ら
ず
原
価
管
理

の
た
め
の
原
価
計
算
で
あ
る
と
さ
え
云
わ
れ
る
、
経
営
管
理
の

用
具
と
し
て
、
具
体
的
に
は
標
準
、
実
績
比
較
と
差
異
分
析
に

よ
っ
て
、
原
価
を
切
り
下
げ
る
と
共
に
原
価
の
あ
り
方
を
通
じ

て
経
営
活
動
過
程
を
管
理
統
制
す
る
機
能
を
果
す
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
、
従
っ
て
経
営
者
層
が
企
業
目
的
を
達
す
る
た
め

．
に
は
、
従
来
の
感
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
脱
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
科
学
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヘ
の
必
要
の
認
識
は
、

断
片
的
な
計
数
管
理
よ
り
進
ん
で
総
合
的
な
原
価
管
理
へ
と
移

行
し
、
経
営
者
層
よ
り
生
産
中
心
点
と
し
て
の
管
理
責
任
者

　
（
現
場
管
理
考
）
に
至
る
ま
、
て
組
織
的
た
計
算
○
も
と
に
原
価

管
理
を
汽
す
こ
し
し
が
強
く
要
求
さ
れ
る
に
至
一
た
、
原
価
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
一
七
〇
）

に
よ
る
原
価
管
理
を
最
も
効
果
的
あ
ら
し
め
る
も
の
は
部
門
別

ま
た
ば
責
任
者
別
の
計
算
組
織
に
よ
る
も
の
，
て
あ
る
と
認
め
ら

れ
て
い
る
。
却
ち
部
門
別
計
算
は
、
原
価
の
責
任
区
分
別
把
握

と
期
間
的
な
把
握
を
な
す
こ
と
を
計
算
任
務
と
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
部
門
別
計
算
は
期
間
的
な
（
短
期
）
原
価
の

捕
提
を
可
能
な
ら
し
め
、
期
間
別
の
企
業
の
予
算
編
成
を
容
易

な
ら
し
め
る
、
ま
た
責
任
区
分
別
の
原
価
把
握
は
、
各
部
門
の

部
門
経
営
責
任
者
に
ン
、
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
明
示
を
可
能
に
し
、

ひ
い
て
は
下
級
経
営
者
更
に
は
作
業
員
の
そ
の
遂
行
責
任
を
明

示
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
た
、
操
業
度
の
変
化
に
伴
う
費
用
Ｏ
影
響
を
部
門
毎
に
測

定
を
な
し
得
る
こ
と
と
な
る
、

　
既
述
の
如
く
、
原
価
管
理
は
一
定
品
質
の
製
品
を
最
低
の
原

価
を
も
っ
て
製
造
す
る
こ
と
を
主
要
目
的
と
ふ
１
・
る
（
利
益
の
確

保
）
、
ン
、
こ
で
各
六
〇
作
業
が
如
何
に
遂
行
さ
る
べ
き
か
を
指
示

す
ろ
一
組
Ｏ
標
準
と
、
一
．
一
、
木
を
遂
行
す
ニ
ノ
に
要
す
る
原
価
を
具

体
的
に
表
示
せ
る
計
丙
乃
至
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
所
謂
標
準
原
価



制
度
）
を
前
提
と
し
て
、
標
準
の
も
と
に
お
け
る
作
業
の
進
行

状
態
に
つ
い
て
、
実
際
原
価
と
標
準
原
価
と
を
比
較
し
、
且
つ

標
準
原
価
か
ら
の
不
利
な
差
異
が
生
じ
た
と
き
ン
、
の
差
異
の
改

善
を
行
う
の
で
あ
る
。
而
し
て
原
価
管
理
の
責
任
者
は
、
原
価

計
算
担
当
者
と
経
営
者
の
両
者
、
て
あ
る
。
原
価
管
理
計
画
の
重

要
性
の
増
大
に
鑑
み
て
、
原
価
計
算
担
当
者
及
び
経
営
者
の
機

能
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
ノ
し
あ
る
。

　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
は
、
作
業
及
び
原

価
に
関
す
る
詳
細
た
報
告
書
却
ち
原
価
報
音
書
を
作
成
し
、
主

要
経
営
者
、
部
課
長
及
び
現
場
責
任
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ジ
、
れ

そ
の
必
要
と
す
る
範
囲
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
で
あ

り
、
各
階
層
の
経
営
者
は
そ
の
報
告
書
に
示
さ
れ
た
原
価
数
値

に
基
づ
い
て
経
営
活
動
を
指
導
し
、
統
制
す
る
所
謂
管
理
の
実

施
の
担
当
者
で
あ
る
。

　
原
価
部
門
の
長
と
し
て
の
原
価
計
算
課
長
は
部
門
活
動
を
管

理
し
、
部
門
活
動
の
能
率
を
増
加
す
る
こ
と
に
励
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
人
六
と
む
つ
ま
じ
く
仕
事
を
な
し
原
価
計
算
課
と

　
　
原
価
管
理
に
．
拍
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能
（
寺
島
）

執
行
部
門
間
と
の
間
に
は
絶
え
ず
調
和
的
な
協
力
関
係
が
保
た

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
　
「
生
産
に
対
す
る
奉
仕
者
」

と
し
て
す
べ
て
の
人
六
に
原
価
計
算
の
重
要
性
を
理
解
せ
し
め

原
価
計
算
部
門
の
企
業
に
対
す
る
統
制
力
を
強
化
す
る
と
共
に

上
級
経
営
者
の
強
い
支
持
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
が
為
に
は
原
価
計
算
課
自
体
が
原
価
管
理
の
た
め
の
記
録
と

報
告
方
面
の
技
術
的
熟
達
を
な
す
と
共
に
経
営
者
の
各
階
層
に

対
し
て
、
原
価
計
算
や
原
価
管
理
の
重
要
性
、
原
価
資
料
の
利

用
方
面
の
説
明
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
彼
は
彼
自

身
の
地
位
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
一
（
一
七
一
）


